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研究概要
わが国の人口の１割が慢性腎臓病（CKD）に罹患しているものの、CKD には特効薬が存在せず、高額な血液透析が必

要となる。また、CKD の成因は遺伝背景や生活習慣など多様であるうえに、病状や予後も様 で々あり、患者個別の精密な

医療が求められている。しかし、CKD の分子病態は不明な点が多く、適切な血液マーカーが同定されていないうえに、腎生

検は侵襲性を伴うことから、個別化医療の実現には至っていない。一方、ヒト尿中には、腎臓由来の生細胞が含まれているこ

とが知られており、実際に培養により様 な々腎臓由来細胞が増殖することを確認した。そこで本研究では、CKD の個別化医

療実現には尿中落下細胞を用いた診断技術の開発が有効であると考え、尿中落下細胞の解析手法を確立する。また、尿

中落下細胞の細胞種、遺伝子発現および代謝産物を網羅的に解析し、CKD 患者データと尿中落下細胞の分子特性の相

関から、CKD の病状や予後予測のマーカーとなる因子を同定する。本研究の成果は、患者数の多い CKD に対する精密な

個別化医療を完全非侵襲的検査法により実現することに繋がるうえに、CKD の分子病態理解を飛躍的に進めることが期

待できる。
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